「燃料取り出し準備」段階における注目すべきシナリオの選定リ評分8-3-2


資料8-3-1の表2の「脅威」のうち、「中頻度・大影響」「中頻度・中影響」「低頻度・大影響」「低頻度・中影響」の4種類を選択し、成功パスの各要素における事故シナリオを表3に書き下す。要素は連携して燃料取り出し準備の期間における成功パスを形成するが、その期間における事故シナリオは、要素ごとの事故シナリオをつなぎ併せてET/FTで表現可能と考える。
なお、同じ「脅威」が複数の成功パス要素に記載してある場合には、省略したが、ETで描いた場合には成功基準などが異なることに留意する必要がある。
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表3　注目すべき、成功パス要素ごとの事故シナリオ
	成功パス
	頻度影響
	脅威
	成功パス要素における事故シナリオ

	0) 燃料取り出し準備に関する計画構築
	中頻度・中影響
	初期計画よりコスト増加
	計画段階で見込んだ費用よりも着手時に増加していた。原因は、工法の見直しor工法の確証試験or要員増員or設備機器見直しなど。

	
	
	予算削減
	計画段階で見込んだ予算が、削減されることになった。

	A) 大型ｶﾞﾚｷ撤去
	
	
	

	A-1) オペフロ上の大型ｶﾞﾚｷをｸﾚｰﾝで撤去

	中頻度・大影響
	地震や津波、台風などの自然ﾊｻﾞｰﾄﾞによりｸﾚｰﾝ転倒
	地震あるいは台風でｶﾞﾚｷ撤去用のクレーンが転倒し、故障（破損）し使えなくなる。さらに転倒したクレーンが建屋や設備を破損する場合もある。そのため、新規にクレーンを調達するとともに転倒防止策について外部への説明対応などに時間がかかり、工程の停止を招くおそれがある。

	
	
	ｸﾚｰﾝ操作者のミスによる大型ｶﾞﾚｷの落下・衝突
	クレーン操作者のミスにより吊り上げていた大型ｶﾞﾚｷを落下させてしまい、オペフロ上の他のｶﾞﾚｷ、設備に当たりｶﾞﾚｷ破片飛び散り、設備の損傷を招く。さらに作業者が負傷あるいは死亡する場合もある。そのため、損傷設備やｶﾞﾚｷ破片は交換あるいは片付ければよいが、死亡事故になった場合には外部からの批判およびその説明対応のために工程の停止を招くおそれがある。

	
	中頻度・中影響
	ｸﾚｰﾝがﾗﾝﾀﾞﾑ故障のため使えなくなる
	クレーンがﾗﾝﾀﾞﾑな故障のために動かないあるいは正常に作動しなくなり、作業が一時停止する。しかし代わりのクレーンを調達すれば作業は再開できる。外部への説明対応も設備故障に対する計画どおりの対応を行えば大きな問題にはならない。

	
	
	地震や津波、台風などの自然ﾊｻﾞｰﾄﾞによりｸﾚｰﾝ故障
	クレーンが地震などで直接故障する、あるいは正常に作動しなくなり、作業が一時停止する。しかしクレーンを修理すれば作業は再開できる。クレーンの交換が必要な場合には工程遅延となるが、作業停止までは至らない。外部への説明対応も設備故障に対する計画どおりの対応を行う。

	
	低頻度・大影響
	地震や津波、台風などの自然ﾊｻﾞｰﾄﾞ起因のSFP冷却系機能喪失
	地震、津波あるいは台風などの自然ハザードで外部電源系統が喪失し非常用電源の立ち上げも失敗してSFPの冷却系機能喪失になる。外電系復旧あるいは非常用の電源復旧、さらにモバイル電源つなぎこみにより、電源確保できれば機能復帰。それに失敗するとSFPの温度が上昇する可能性があるが極めてゆっくりであると考えられるので冷却水を注入する手段も有効。

	
	
	大型ｶﾞﾚｷの故意の落下
	作業員が故意に大型ｶﾞﾚｷを落下させ、ｶﾞﾚｷ破損、設備損傷、負傷・死亡が起こる可能性がある。

	A-2) SFP内の大型ｶﾞﾚｷをｸﾚｰﾝで撤去
	中頻度・大影響
	ｸﾚｰﾝ操作者のミスによる大型ｶﾞﾚｷの落下・衝突で、SFが破損
	クレーン操作のミスにより大型ガレキを落下させてしまう。落下地点はSFPの上で、プール内のSFが破損。

	B) 除染・遮へい
	
	
	

	オペフロの除染（小ｶﾞﾚｷの収集・吸引、切削）
	低頻度・中影響
	地震や津波、台風などの自然ﾊｻﾞｰﾄﾞにより装置が故障し使えなくなる
	除染用の装置が地震などで破損、あるいは正常に作動しなくなり、作業が一時停止する。しかし装置の修理あるいは交換により作業は再開できる。外部への説明対応も設備故障に対する計画どおりの対応を行う。


	C) 小ｶﾞﾚｷ撤去
	
	
	

	SFP内の小ｶﾞﾚｷをマニピュレータを使って撤去（切断・移動・吸引）
	低頻度・中影響
	切断した小ｶﾞﾚｷ破片がSFの間に入り込み取れなくなる
	マニピュレータの操作ミス、設備不具合で、小ガレキを落下させてしまい、SFPに落ち、SFの間に入り込む。マニピュレータで取り出せる器具と訓練をしておけば対処可能。

	D)燃料取扱関連接尾設置
	
	
	

	D-1) 燃料取り出し用カバー組み立て設置
	中頻度・中影響
	ｸﾚｰﾝ操作ミスでカバー損傷
	カバーの吊り上げクレーンの操作ミスによりカバーが損傷する。本段階においてカバーが損傷しても被ばくや設備損傷や人災には至らないが、カバーの修理あるいは取替えとなると工程遅延になる。


	
	低頻度・中影響
	地震や津波、台風などの自然ﾊｻﾞｰﾄﾞによりカバー損傷
	地震や台風などによりカバーが損傷する。本段階においてカバーが損傷しても被ばくや設備損傷や人災には至らないが、カバーの修理あるいは取替えとなると工程遅延になる。

	D-2) 燃料取扱設備の設置
	中頻度・中影響
	操作ミスで燃料取扱設備の損傷
	設置時の操作ミスで燃料取扱設備が故障する。軽微な故障であれば修理あるいは部品取替えで工程遅延にはならないが、燃料取扱設備の取替えとなると数ヶ月の工程遅延になる。
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